
習
志
野
第
九
と
私

十
七
回
生

友
野

善

は
じ
め
に
:

題
名
を
「
習
志
野
第
九
と
私
」
と
し
ま
し
た
。
座
標
軸
を
思

い
描
い
て
く
だ
さ
い
。

横
の
軸
は
私
の
住
ま
い
の
移
動
つ
ま
り
最
初
は
千
里
山
で
、

中
聞
が
久
留
米
、
最
後
が
習
志
野
で
す
。

縦
の
軸
は
習
志
野
の
歴
史
で
、
上
端
が

Mgsgω
の
第

刊
回
習
志
野
第
九
演
奏
会
、
下
端
が

5
5
1
8
に
あ
っ
た
ド

イ
ツ
兵
士
の
伴
虜
収
容
所
。
こ
の
間
に
千
里
山
会
が
大
き
く
存

在
し
、
私
の
人
生
の
上
に
容
易
な
ら
ざ
る
神
の
御
手
が
あ
っ
た

の
だ
と
感
じ
ま
す
。

・
今
日
皆
さ
ま
に
お
配
り
し
た
本
「

3
4
5
5同

E
S色
の

見
聞
き
に
「
神
様
の
こ
と
ば
は
生
き
て
い
て
、
力
に
あ
ふ
れ
で

い
ま
す
。
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
本
が
実
は
こ
れ
か
ら
お
話
す

る
証
し
へ
の
下
敷
き
で
も
あ
り
ま
す
。
私
の
横
軸
の
始
ま
り
が

千
里
山
で
あ
っ
た
こ
と
は
何
と
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ロ
を
一
日
2
戸
売
し
か
も
冬
の
霜
道
を
は
だ
し
で
。
体
は
強

く
な
り
ま
し
た
。
昭
和
初
年
5
月
、
内
暴
警
報
が
頻
発
し
、
陸

軍
兵
舎
の
す
ぐ
近
く
あ
る
母
の
里
も
危
険
を
感
じ
る
地
域
で
あ

り
、
父
の
里
で
あ
る
八
女
郡
北
川
内
村
に
疎
開
こ
こ
で
は
、

食
料
事
情
が
一
転
し
た
こ
と
は
も
弓
驚
く
べ
き
こ
と
で
し
た
。

当
時
は
農
民
層
が
も
っ
と
も
恵
ま
れ
た
酋
層
で
し
た
。
足
踏
み

式
の
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
が
母
や
支
え
豊
か
な
食
料
の
糧
と
な
る
。

祖
父
が
健
在
で
し
た
。

昭
和
れ
年
4
月
、
久
留
米
の
旧
制
史
子
明
蕃
校
の
最
後
の
学

年
と
し
て
入
学
、

6
年
間
を
過
こ
し
ま
す
。
こ
こ
に
男
声
合
唱

団
が
あ
り
、

2
年
先
輩
に
中
村
八
大
さ
ん
が
お
ら
れ
、
プ
リ
マ

ド
ン
ナ
東
敦
子
の
ご
主
人
と
な
る
二
田
原
英
二
さ
ん
が
お
ら
れ

た
。
本
当
に
良
き
先
生
、
先
輩
、
友
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
、
就
職
し
た
の
が
久
留
米
の
日
華
ゴ
ム
(
現
月

星
化
感
。
私
は
は
年
勤
め
た
揚
句
に
飛
び
出
す
羽
田
に
な
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
労
音
合
唱
団
に
入
り
、
当
時
の
指
導
者
、

史
子
の
音
楽
の
先
生
が
去
っ
た
た
め
に
後
を
引
き
受
け
、

8
年

間
労
し
た
の
で
す
が
、
毎
週
木
曜
日
6
時
に
な
る
と
い
な
く
な

る
私
が
、
職
場
で
に
ら
ま
れ
る
の
は
至
極
当
然
の
奇
そ
の
頃

の
私
の
合
唱
の
バ
イ
ブ
ル
は
音
楽
の
友
社
刊
の
「
合
唱
講
座
(
青

木
八
郎
他
編
)
3巻
」
で
し
た
。

柿
崎
さ
ん
の
力
作
、
千
里
山
会
会
誌
叩
号
の
「
河
遁
貞
吉
師
を

語
る
」
を
読
む
に
つ
け
、
千
里
山
が
日
本
で
も
っ
と
も
キ
リ
ス

ト
教
の
土
壌
が
深
か
っ
た
ゆ
え
に
こ
そ
、
初
年
前
単
身
赴
任
の

折
に
、
西
ド
イ
ツ
・
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
で
神
様
の
愛
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

千
里
山
:

私
共

一
家
は
昭
和
比
年
目
月
に
、
最
後
の
便
船
「
伏
見
き

で
イ
ギ
リ
ス
よ
り
帰
国
致
し
ま
し
た
。
母
は
限
ら
れ
た
重
董
制

限
の
貨
物
に
ピ
ア
ノ
を
い
れ
た
た
め
、
他
の
家
財
は
殆
ど
持
ち

帰
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
と
妹
(
千
里
山
生
ま
れ
)
が
音

楽
と
関
わ
り
を
持
て
た
の
は
母
の
英
断
の
お
蔭
で
し
た
ι

グ
レ

ー
ス
幼
稚
園
・
千
里
第
二
小
学
校
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
績
々

語
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
本
当
に
素
晴
ら
し
い
環
境
で
し
た
。
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久
留
米
・
北
川
内

:

昭
和
凶
年
9
月
、
母
の
里
で
あ
る
福
岡
県
久
留
米
市
に
転

馬
師
団
の
あ
る
軍
隊
の
町
で
あ
り
、
国
民
学
校
(
小
学
校
)

ま
で
4
キ
ロ
あ
っ
た
。

4
年
生
か
ら
、

2
組
に
分
か
れ
1
週
間

交
代
で
毎
日
町
内
会
全
部
の
新
聞
を
、
拠
点
で
あ
っ
た
学
校
ま

で
受
取
り
に
行
金
持
ち
帰
り
、
隣
組
ご
と
に
配
る
た
め
、
4
キ

習
志
野
・
・

そ
れ
か
ら
5
年
余
り
、
代
議
士
の
秘
書
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た

わ
け
で
す
が
、
板
子
一
枚
、
下
は
地
獄
の
有
様
。
父
の
助
力
で

就
職
で
き
た
ド
イ
ツ
関
係
の
機
械
商
社
ウ
エ
ス
タ
ー
ン
ト
レ

1

デ
イ
ン
グ
で
け
年
定
年
ま
で
働
き
ま
じ
た
。
こ
の
間

5
8
年

か
ら
2
年
問
、
ド
イ
ツ
・
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル
フ
駐
在
員
が
文
句
ぜ

ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。
思
い
も
か
け
な
か
っ

た
こ
と
で
、
部
下
の
方
が
は
る
か
に
ド
イ
ツ
語
は
う
ま
い
。
仕

事
は
英
語
で
こ
な
せ
た
も
の
の
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
立

場
に
こ
と
欠
く
こ
と
は
多
か
っ
た
。
実
は
私
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
因
縁
で
す
が
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
に
素
晴
ら
し
い
救
い
と
や
す
ら
ぎ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
よ
い
の
だ
と
い

A
6賞
友
情
と
女
子
な
、
信
仰
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
語
の
方
は
一
向
に
う
ま
く
な
ら
ぬ
ま

ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
も
の
の
、
ド
イ
ツ
関
係
の
友
人
は
ず
い

ぶ
ん
増
え
ま
し
た
。
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習
志
野
第
九
合
唱
団
と
津
田
沼
混
声
合
唱
団
:

習
志
野
第
九
の
歴
史
に
触
れ
ま
す
。
』
H
H

津
田
沼
駅
南
口
前

に
習
志
野
文
化
ホ
l
ル
が
設
立
さ
れ
た
の
は

5
4∞
年
ロ
月
で



す
。
こ
の
ホ

l
ル
は
、
人
口
回
万
の
千
葉
県
で
も
中
小
都
市
と

し
て
は
、
破
格
の
資
金
が
投
入
さ
れ
、
日
本
で
も
指
折
り
と
さ

れ
た
程
の
ホ

1
ル
で
す
。
当
時
の
習
志
野
市
長
吉
野
孝
、
千
葉

県
唯
一
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ニ
ュ

l
フ
ィ
ル
千
葉
の
創
立

者
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
帰
朝
し
た
ば
か
り
の
新
進
気
鋭
の

指
揮
者
伴
有
雄
、

Z
M関
千
奉
文
局
長
小
松
甲
子
夫
等
の
肝
い

り
で
建
て
ら
れ
た
ホ
l
ル
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
第
九
交
響
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。
-
年
近
く
前
か
ら
合
唱

団
が
設
立
さ
れ
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
第
一
回
の
折
の

合
唱
指
導
者
が
例
の
合
唱
講
座
の
編
者
、
青
木
八
郎
で
し
た
。

話
は
少
し
も
ど
り
ま
す
が
、
竹
年
秋
に
私
が
紛
れ
混
ん
だ
小
さ

な
合
唱
団
に
マ
エ
ス
ト
ロ
青
木
八
郎
が
い
た
。
立
派
な
ピ
ア
ノ

伴
奏
者
、
練
習
会
場
も
よ
い
、
い
な
い
の
は
合
唱
団
員
だ
け
と

い
ャ
ユ
伺
犠
1

こ
れ
を
増
や
せ
ば
立
派
な
合
唱
団
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。
当
時
私
も
若
か
っ
た
し
、
先
生
主
相
か
っ
た
。
年
が

明
け
、
し
ば
ら
く
す
る
と
第
九
合
唱
団
が
結
成
さ
れ
、
合
唱
指

導
者
と
し
て
青
木
八
郎
が
就
任
J

毎
週
日
曜
日
の
第
九
の
懇
自

の
あ
と
は
、
練
習
会
場
近
く
の
合
唱
団
団
長
藤
崎
氏
宅
に
て
先

生
を
囲
み
ピ

l
ル
を
飲
む
。
先
生
は
私
に
あ
い
つ
と
あ
い
つ
を

引
っ
張
っ
て
来
い
と
の
た
ま
う
。
そ
し
て
私
が
声
を
か
け
る
と

大
抵
き
て
く
れ
る
の
で
す
。
秋
の
合
唱
祭
の
頃
に
は
獲
震
に

名
第
初
回
演
奏
会
を
期
に
Z
M
U
O
法
人
習
志
野
第
九
合
唱
団

を
組
織
し
、
単
年
募
集
・
解
散
型
を
脱
し
演
奏
会
全
体
を
年
間

行
事
化
す
る
受
け
皿
に
な
り
ま
し
た
。

千
葉
県
日
独
援
で

第
一
次
大
戦
の
折
ド
イ
ツ
軍
停
虜

g
g名
が
、
徳
島
県

鳴
門
福
岡
県
久
留
米
、
千
葉
易
自
志
野
な
ど
。

最
初
は
日
箇
所
、
最
後
は
9
箇
所
の
収
容
所
に
集
約
さ
れ
た
。

鳴
門
市
坂
東
収
容
所
は
東
映
映
画
「
バ
ル
ト
の
楽
閤
」
で
大
き

く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
習
志
野
収
容
所
も
や
は
り
大
き
な
収
容

所
で
ロ
き
人
近
い
兵
士
が
収
容
さ
れ
、
西
郷
隆
盛
の
長
男
西

郷
寅
太
郎
中
佐
が
所
長
で
あ
っ
た
。
大
正
7
年
全
世
界
に
猛
威

を
ふ
る
い
日
本
で
も
十
数
万
人
が
亡
く
な
っ
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪

で
、
習
志
野
収
容
所
で
は
お
柱
の
擢
病
死
者
を
出
し
、
あ
ま
つ

さ
え
西
郷
理
長
も
こ
れ
で
亡
く
な
っ
た
。
お
墓
は
収
容
所
の
在

っ
た
習
志
野
一
市
東
習
志
野
か
ら
市
境
を
越
え
て
、
船
橋
市
習
志

野
二
丁
目
の
霊
園
に
あ
り
、
ド
イ
ツ
兵
士
が
帰
国
後
歳
月
を
経

て
、
墓
標
の
十
字
架
も
朽
ち
果
て
た
。
第
二
次
大
戦
後
昭
和
初

年
日
月
こ
の
お
墓
は
整
備
さ
れ
、
ド
イ
ツ
国
民
哀
悼
の
日
(
海

外
に
残
る
ド
イ
ツ
墓
地
を
顕
彰
す
る
記
念
日
)
に
新
し
く
黒
御

影
石
の
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
、
ド
イ
ツ
大
使
ク
ロ
ル
博
士
主
催

な
る
合
唱
団
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
合
唱
団
が
実
は
習
志

野
第
九
会
支
え
る
中
核
な
の
で
す
。

そ
う
こ
う
す
る
内
に
習
志
野
第
九
第
一
回
演
奏
ム
弓
チ
ケ
ッ

ト
は
発
売
と
同
時
に
売
り
切
れ
、
さ
ら
に
も
う
1
回
追
加
の
演

奏
会
が
も
た
れ

A

こ
れ
も
ほ
ぼ
満
席
と
大
成
功
裡
に
こ
と
を
終

え
た
。
私
は
藤
崎
団
長
宅
で
ピ
l
ル
を
飲
み
あ
っ
た
第
九
の
男

性
メ
ン
バ
ー
を
津
田
招
混
声
合
唱
団
に
か
ど
わ
か
す
と
い
う
役

割
、
ま
さ
に
漁
夫
の
利
を
せ
し
め
た
罪
人
、
人
買
い
友
野
で
し

た
。
そ
の
翌
々
年
に
津
田
沼
混
声
合
唱
団
第
一
回
演
奏
会
が
間

以
箆
ιと

き
を
経
て
去
る
同
月
8
日
(
月
・
祝
)
第
お
回
演
奏
会

を
無
事
に
終
え
ま
し
た
。
幾
人
か
の
千
里
山
会
の
皆
さ
ま
に
も

お
越
し
頂
き
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
満
席
で
、

5
8

枚
印
刷
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
な
く
な
り
、
あ
わ
て
て
コ
ピ
ー
を

し
て
間
に
合
わ
せ
た
ほ
ど
の
ご
来
場
を
頂
き
ま
し
た
。
出
し
物

は
平
井
康
三
郎
作
曲
の
日
本
歌
曲
集
、
中
島
は
る
作
曲
長
崎

小
景
(
賛
助
出
演
)
、
最
後
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
レ
ク
イ
エ
ム
。

1
年
間
の
練
習
の
総
決
算
と
し
て
良
い
出
来
で
し
た
。
こ
れ
が

終
わ
る
と
い
よ
い
よ
本
番
四
月
お
日
第
初
回
習
志
野
第
九
演

奏
会
と
な
り
ま
す
。
今
回
第
九
合
唱
団
の
結
団
式
は
9
月
9
日
、

集
ま
っ
た
団
員
は
限
度
と
さ
れ
る
絢
名
を
オ
ー
バ
ー
し
、
組
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の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
を
機
に
毎
年

U
月
こ
こ
で
慰
霊
祭
を
行
う
日
本
側
の

母
体
と
し
て
千
葉
県
日
独
賢
官
が
組
織
さ
れ
た
。
毎
年
日
月
ド

イ
ツ
大
使
館
武
官
が
こ
こ
に
来
訪
、
顕
花
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に

事
り
れ
る
初
柱
の
兵
士
の
一
人
一
人
の
名
前
を
呼
び
上
げ
、
慰

霊
入
典
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
が
千
葉
県
日
独
擾
冨
事
始
め
で
す

が
、
県
全
体
に
わ
た
る
ド
イ
ツ
と
の
究
流
に
関
係
す
る
会
員
は

年
々
増
え
続
け
、
主
催
行
事
、
後
援
行
事
共
に
活
発
に
行
わ
れ

て
い
る
。
習
志
野
第
九
演
奏
会
は
、
第
日
回
演
奏
会
以
来
ド
イ

ツ
大
使
館
の
後
援
を
頂
い
て
お
り
、
同
E
m
年
「
日
本
に
お
け
る

ド
イ
ツ
年
」
行
事
以
来
千
葉
県
日
独
援
冨
の
後
援
を
も
頂
い
て

い
ま
す
。
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エ
ル
ス
ハ
イ
ム
男
声
合
唱
団
と
の
究
流
:

収
容
所
の
兵
士
の
一
人
に
、
日
本
の
ワ
イ
ン
醸
造
の
父
、
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
ム
が
い
ま
し
た
。
日
本
政
府
か
ら
招
聴
さ
れ
、

山
梨
県
登
羊
存
で
日
本
初
の
ワ
イ
ン
醸
造
に
成
功
し
た
。
第
一

次
大
戦
勃
発
で
志
願
し
、
青
島
の
ド
イ
ツ
海
軍
に
加
わ
る
。

2

ヶ
月
の
激
戦
の
後
、
停
虜
と
し
て
習
志
野
に
来
る
。
彼
は
帰
国

後
エ
ル
ス
ハ
イ
ム
男
声
合
唱
団
に
加
わ
り
、
晩
年
は
こ
の
合
唱

団
の
団
長
に
就
任
-
習
志
野
で
製
作
し
た
ギ
タ
!
の
実
物
が
エ



ル
ス
ハ
イ
ム
に
あ
る
。
エ
ル
ス
ハ
イ
ム
よ
り
ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・

ハ
ム
生
誕
凶
年
の
記
念
に
習
志
野
第
九
合
唱
団
と
合
同
演
奏

会
を
し
な
い
か
と
の
お
誘
い
が
き
ま
し
た
。
我
々
は
そ
れ
に
乗

り
ま
し
た
。
日
本
よ
り
総
勢
犯
名
が
参
加
。
第
初
回
演
奏
会

の
直
後
か
ら
準
備
に
着
手
。
3
月
に
結
図
式
、

U
回
の
練
習
を

重
ね
、

Mgω
年
8
月
幻
目
、
先
方
の
ス
テ
ー
ジ
、
我
々
の
ス

テ
ー
ジ
、
先
方
男
声
と
の
合
同
ス
テ
ー
ジ
、
第
九
交
響
曲
第
四

楽
章
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
合
同
演
奏
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

相
手
は
問
年
も
続
く
由
緒
あ
る
男
声
合
唱
団
。
州
の
夏
季
公
式

行
事
に
格
上
げ
さ
れ
た
こ
の
演
奏
会
は
マ
ス
コ
ミ
も
大
き
く
取

り
上
げ
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
ク
し
た
の
で
す
。
聴
衆
総
立
ち
の
拍

手
喝
采
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
岡
田
総
領
事
は
じ
め
多
く
の
日

本
関
係
者
、
伴
虜
兵
士
の
子
孫
、
歴
史
研
究
者
、
招
待
側
〈
喝

な
ど
多
薮
の
皆
様
の
歓
待
を
頂
く
。
歌
の
喜
び
に
国
境
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
ド
イ
ツ
で
、
ド
イ
ツ
人
と
ド
イ
ツ
の
歌
を
共
に
歌
う
」

と
い
久
夢
が
実
現
し
た
の
で
す
。

プ
リ
マ
ド
ン
ナ
東
敦
子
と
の
出
会
い
:

世
界
に
誇
る
日
本
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
東
敦
子
さ
ん
を
ソ
リ
ス

ト
と
し
て
4
度
習
志
野
に
お
迎
え
す
る
と
い
?
す
ば
ら
し
い
光

栄
を
習
志
野
第
九
演
奏
会
は
持
っ
て
い
ま
す
。

年
先
輩
に
二
田
原
英
二
様
が
居
ら
れ
た
の
で
す
。
男
声
合
唱
団

の
良
き
先
輩
で
し
た
。

只
今
は
千
葉
県
習
志
野
市
に
既
に

ω年
近
く
住
み
ま
す
が
、

当
地
討
津
田
沼
駅
前
に
優
れ
た
音
楽
堂
で
あ
る
習
志
野
文
化

ホ
ー
ル
が

5a年
に
開
設
さ
れ
こ
け
ら
落
し
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
第
九
交
響
曲
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
毎
年
年
末
に
第

九
を
歌
う
こ
と
に
な
り
、
今
年
で
初
回
目
の
演
奏
会
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
に
第
2
回、

3
回、

4
回
、
そ
し
て
日
回
演
奏
会
の

ソ
リ
ス
ト
に
東
敦
子
様
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
幸
せ
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
第
2
回
演
奏
会
の
折
、
そ
こ
に
天
下
の
プ
リ
マ
ド
ン

ナ
東
敦
子
の
ご
夫
君
と
し
て
、

二
田
原
先
輩
が
現
れ
ま
し
た
の

に
は
本
当
に
び
っ
く
り
仰
天
。
以
来
東
様
の
ド
ラ
イ
バ
ー
役
と

し
て
い
つ
も
来
て
頂
き
ま
し
た
。
私
は
平
然
と
こ
の
お
役
に
徹

し
た
二
田
原
先
輩
が
大
好
き
な
の
で
す
。

今
年
千
里
山
会
の
講
演
を
私
が
や
る
よ
う
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
私
は
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
の
濃
い
千
里
山
か
ら
、
今
住
ま
う

習
志
野
(
私
の
母
も
既
に
こ
の
地
に
日
年
住
ま
い
悌
歳
)
ま

で
の
地
縁
に
つ
き
、
さ
ら
に
歴
史
を
紐
解
く
と
大
正

4
年
か
ら

9
年
に
か
け
て
第
一
次
大
戦
時
の
ド
イ
ツ
伴
虜
収
容
所
が
あ

り
、
今
歌
う
シ
ラ
!
の
煩
詩
「
歓
喜
に
寄
す
」
に
あ
る
よ
う
に
「
時

の
流
れ
が
厳
し
く
切
り
離
し
た
も
の
を
、
再
び
結
び
合
わ
せ
、

ご
母
堂
様
東
寿
子
様
が
ご
存
命
で
す
。
私
は
お
母
様
を
日
月

叩
日
の
千
里
山
会
に
お
招
き
で
き
ぬ
か
と
奥
田
事
務
局
長
と

相
談
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
お
母
様
に
私
が
出
状
さ
せ
て
頂
い
た

手
紙
を
こ
こ
に
ご
披
露
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
お
母
様
の
ご
来

訪
は
頂
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
若
々
し
い
張
り
の
あ
る
お
声

で
応
対
い
た
だ
き
後
日
丁
重
な
お
礼
を
頂
き
ま
し
た
。
さ
す
が

誇
る
べ
き
日
本
の
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
の
御
母
上
と
感
じ
入
り
ま
し

た。東

寿

子

様

平
成
四
年
U
月
1
日

拝
啓器

系
お
便
り
申
し
上
げ
る
失
礼
を
何
卒
お
許
し
下
さ
い
。
友

野
信
者
と
申
し
ま
す
。
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実
は
私
、
東
敦
子
様
と
は
グ
レ

l
ス
幼
稚
園
、
千
里
第
二
小

学
校
の
3
年
年
よ
で
、
千
里
山
に
は
、
父
母
と
共
に
昭
和

U
年

か
ら
同
年
に
か
け
て
住
ま
い
ま
し
た
。
柿
崎
様
、
口
羽
様
、
河

漫
様
、
三
笠
様
と
閉
じ
通
り
で
し
た
。
千
里
山
か
ら
引
っ
越
し

た
先
が
久
留
米
(
母
の
里
)
さ
ら
に
八
女
郡
北
川
内
村
(
父
の

里
)
で
あ
り
、
進
学
先
が
久
留
米
の
史
子
明
蕃
授
で
し
た
。
2

す
べ
て
の
人
々
は
皆
兄
弟
と
な
る
」
こ
と
が
神
様
の
思
し
召
し

と
す
る
第
九
の
歌
を
、
今
年
も
歌
う
。東
敦
子
様
も
き
っ
と
我
々

の
歌
声
を
良
し
と
し
て
頂
く
で
あ
ろ
う
、
で
結
び
た
い
と
思
い

ま
す
。昨

日
私
は
二
田
原
先
輩
の
お
世
話
で
、
玉
川
大
山
牢
資
料
室
よ

り
東
敦
子
関
係
パ
ネ
ル
、
写
真
を
お
借
り
し
、
只
今
展
示
資
料

と
し
て
ま
と
め
主
け
、
叩
日
先
に
迫
っ
た
千
里
山
会
の
講
演
に

備
え
ま
し
た
。
神
様
の
恵
み
で
参
会
者
の
心
に
届
く
講
演
に
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

先
ず
は
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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敬
具

あ
ら
た
め
て
日
本
の
誇
る
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
東
敦
子
様
の
世

界
の
槽
舞
台
で
の
輝
か
し
い
ご
活
躍
、
神
に
捧
げ
ら
れ
た
尊

い
ご
生
涯
を
想
い
、

5
8
年
(
草
成

U
年
)
飽
歳
の
若
さ

で
天
に
召
さ
れ
た
東
敦
子
様
の
ご
冥
福
を
こ
こ
に
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上


